




















シボーン・アームストロング氏らによる演奏(@k.t.)

ハープを弾く老婦人がいた。 4年前にサマー

スクールで一緒にハーフ。を学んだブ、レン夕、

で再会の喜びをわかちあった。夜は悶LM

のレセプション、会場は Hugh& Nesbittと

いうアイリッシュ・パブ。狭いスペースに

はみ出しそうなくらい大勢の人が集まっ

て、賑々しい雰囲気で楽しかった。一歩も

身動きが取れないくらいの状態で、デン

マークの王立図書館の司書の方とフルーリ

会長と親しく話すととができた。会長はア

イルランドの経済危機についても憂慮され

ており、「今回の国際会議の開催によって、

少しでもアイルランドの経済が潤えばいい

ね」とおっしゃっていた。

4日日の夕べには、アイリッシュ・ハー

プと歌、フィドルとフルートのコンサート

がイグザミン・ホールで開催された。解説

はアイルランド伝統音楽アーカイブ (ITMA)

館長のニコラス・カロランで、 1724年に

ニール父子が出版した曲集からのプログラ

ム。ちょうど私が博士論文で、扱った資料

だ、ったので、とても興味深い内容だった。

アイリッシュ・ハープを演奏していたのは

アイルランド・ヒストリカル・ハープ協会

会長のシボーン・アームストロング。かつ

て樋口先生からご紹介いただき、 2008年

に明治学院大学バッハ・アカデミーの招鳴

で来日された時、京都で共演させていただ

いたことがある。彼女はトリニティ・カレッ

ジに所蔵されている現存する最古のアイ

リッシュ・ハープのレプリカを演奏した。

ちなみに、今年の 5月にエリザベス 2世が

トリニティ・カレッジを訪問した時にも、

2012年 2月29日

オリジ、ナル楽器の前で、ハーフ。を演奏したと

いう。

最終日 6日目は朝からニコラス・カロラ

ンの研究報告を聞きに行った。お話が終

わった後で、彼とヴァレリーに話しかけて

みた。ヴァレリーは博士論文を ITMAに置

いてもらったらいいのではないかとアド

ヴアイスしてくれた。

会の最後に、フェアウェル・ディナーに

参加した。その会場はドーソン通りのマン

ション・ハウスといって、 1821年にジョー

ジ4世がアイルランドを公式訪問した時の

滞在先口当時 4人の盲目のアイリッシュ・

ハーフ。奏者が、王の前で演奏したという記

録が残されている。往時のハーフ。奏者たち

への思いをはせながら、学会最後の夜の素

敵な思い出となった。

(てらもと けいすけ)

フェアウェル・ディナー

クリストフ・ヴォルフ氏、金津支部長、伊藤真理氏(<9m.k.) 

フェアウェル・ディナ一会場マンション・ハウス(<9k.t.) 
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国立国会図書館の組織再編

2011年 10月 1日付で、利用者サービス部

音楽映像資料謀が新設された。旧資料提供部

と主題情報部が統合されて利用者サービス部

となり、その中に人文謀、政治史料課などと

並んで、音楽映像資料課が置かれた。業務内

容は以下のとおり。

①所管資料に係る保管、保存、閲覧、複写、

貸し出し、レフアレンス及び証明

②音楽・映像資料室及び電子資料室の管 理、

運営、参考資料の選定

③所属書庫の管理

昭和音楽大学で開講される司書養成コースについて

昭和音楽大学では 2012年度に司書養成

コースを開講する運びとなった。すでに報道

されている通り、文部科学省は 2008年 6月

に図書館法を改正したが、新法のもとでの司

書養成は二つの大きな変化がある。第ーには

司書養成の主流が大学や高等専門学校での専

門教育に移ったこと、第二には必要単位が 20

単位から 24単位に引き上げられ、 4単位分

を各教育機関で独自に開発できるようになっ

たことである。図書館法改正を受けての昭和

音楽大学における司書養成コースは音楽系大

学では初めての乙とである。

第51回例会・シンポジウム「ミュージック・ライ

ブラリアンの養成」開催

昨年 12月4日、東京文化会館第一会議室

で行われた第 51回例会は 25名の参加者があ

り、近年まれにみる盛況であった。盛りだく

さんの内容は 2時間では収まりきらず、時間

を 30分延長しておこなわれた。国立国会図

書館の組織再編や昭和音楽大学における来年

度からの司書養成コース開催予定等、ホット

ニュースも紹介され、会場は熱っぽい雰囲気

につつまれた。(詳細次号)
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新会員

田島克実氏(株式会社トッカータ)

栗林あかね氏(成城大学図書館)

阻LM役員選出

昨年 11月 17日に開かれた役員会で、来期

RILM委員を選出した。いずれも留任。

関根和江、長谷川由美子、山田晴通(敬称略)

国際大会参加と国際会議参加補助基金について

2012年 7月22日-27日の日程でカナダ

のモントリオールで開催される IAML国際大

会への積極的な参加をお願いします。

2001年より実施されている国際会議参加

補助基金を使って現在まで 5人の方が国際大

会に参加していますが来年も是非派遣したい

と思います。積極的な応募を期待しています。

2012年度支部総会(予定)

2012年度支部総会は、 6月3日(日)東京

文化会館会議室にて開催されます。

お詫びと訂正

前号 (42号)中、第 50回例会報告をご執

筆いただきました中西紗織氏のお名前に誤りが

ありました。謹んでお詫び申しあげます。

[誤]4-'西沙織 → [正]中西紗織
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